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 近年海外での日本語学習者および日本への留学生が増加し、国籍や目的の多様化が進み、

日本で就職を希望する者も増加している。そして、日本語教育もその変化に対応していく

ことが求められている。言語習得に影響を与える要因は様々であるが、本稿では、学習意

欲に着目し、日本で就職するまで至った非漢字圏出身者、ベトナム、キルギス共和国の 2

名を対象に、インタビューを行い、学習意欲に影響を及ぼす要因を探り、学習意欲の変化

を出来事や経験、人間関係、学習環境などと関連付け、言語学習者から言語使用者への過

程を分析し・考察することが目的である。 

 以上の目的のため、次のリサーチクエスションを設定する。 

RQ1：日本語学習の過程において、学習意欲に影響を与える要因は何か。 

RQ2：日本語学習の過程において、言語学習方法や日本語学習への意味づけはどのように  

変化するか。 

RQ3：言語使用者としての日本社会との接触は言語習得にどのように影響をあたえているか。 

調査方法は半構造化インタビューで得られたデータを、大谷（2019 他）によって提唱さ

れた質的分析手法の一つである SCAT を用い、Shoaib & Dörnyei（2004）の 7 つの動機

構成概念を理論的枠組みとして分析・考察した。 

調査の結果から以下のことが明らかになった。 

RQ1：日本語学習の過程において、学習意欲に影響を与える要因は何か。 

日本語開始から現在に至るまで、日本社会という L2 環境との接触が、学習意欲に大き

く影響しているが、L2 環境での失敗やマイナスの経験は必ずしも学習意欲を低下させると

はいえず、両者ともに日本語力が不十分であることを認識させ、自己概念を学習の原動力

としていることが明らかになった。また、日本人との接触も大きい要因であり、多様な他

者との接触が自己概念に影響を与え、理解したい、または理解しなければならないという

感情を刺激していることがわかった。また、学習意欲を長期的に分析すると、一つの要因

の内容が変化していること、複数の要因が同時期に見られ相互作用しながら、学習意欲に

影響を与えていることが示された。 

 RQ2：日本語学習の過程において、言語学習方法や日本語学習への意味づけの変化 

学習開始時期は、文法体系や語彙の理解・暗記などが中心であるが、L2 環境との接触が

日常的になると、聞き返しや訂正をしながら、会話が円滑に進むように調整し、母語話者

との交流から新しい知識を得ていく方法へと変化が見られた。また、この変化は、次第に

意識的から無意識的となり、学びが生活の一部になっていることも示唆されている。意味

づけに関しては、学習初期は、留学や生活の手段としての意味づけが強いが、次第に業務

遂行への手段、様々な他者との交流手段、そしてキャリアップの手段へと変化が見られ、

意味づけも学習意欲同様に動的なものであることが示された。 

 RQ3：言語使用者としての日本社会との接触と言語習得の関係 

日本社会との接触を通して、大量のインプットを受け、自らの知識や経験を応用し、ア

ウトプットを試みながら、他者とのコミュニケーションを図り、問題解決していることが

生活の一部となっていることが明らかになった。生活や業務遂行の上で、各々の学習方法

を持ち、それを実践し、結果的に習得につながっていった。また、実際使用場面で困難に

直面した際に、自身の能力だけでなく、日本人他者の理解とサポートが重要であることも

示唆された。 
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本研究の意義としては、日本語教育機関を修了した者が、実社会で何が足りないか、何

に困難を感じているのかを知り、必要な知識と技能を提供できるようにする将来を見据え

た教育の検討の必要性がある点、日本社会で外国人が労働する上で、彼らが接触する日本

人は、彼らの学習意欲や習得にも影響する可能性を示唆した点が挙げられる。 

今後、日本語を学習した者がどのように社会に参加していくのか、各要因がどのように

影響し合っているのかについても探求する必要があると思われる。稿者自身は、2 名の日

本語使用者が教室外で直面する問題点や問題解決方法などを聞くことで、自身が目指す日

本語教育について改めて考えさせられるとともに、今後も日本語教育に携わるうえで、日

本語学習者が、学習機関に所属している期間中に、学習意欲を促進し、自律学習へと導き、

習得につなげるのか、現場でどのような実践が可能であるのか、実社会での生活に役立て

られる実践に結び付けていくためのさらなる研究が大きな課題である。 

 

る達成感や満足感もある。昇進や昇格を求めている同時に各自の強み、
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